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リスク要因に着目した学校不適応に関する研究の動向
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はじめに
近年，学校場面ではいじめ，不登校，自傷

行為，暴力行為等の学校不適応に関する問題
を抱えている子ども達が数多くいる。その背景
としては，地域や家庭内のつながりの脆弱性，
また子ども達が直接遊ぶ機会の減少による対
人関係の希薄さ等，数多くの要因が重なり合
う形で，子ども達の発達に影響を与えているこ
とが考えられる。

このような問題が指摘されるなか，不適応
問題が深刻化する前段階で大人が察知し，介
入する等の予防的観点からのアプローチの必
要性が求められている。すなわち，不適応問
題を生じている子ども達への丁寧な支援（ 3
次予防）も行いながらも，不適応徴候が見ら
れる子どもや，リスクの高い子ども達に対して
は早期の段階で介入すること（ 2 次予防），ま
た全ての子ども達を対象としたコンピテンス向
上のための心理教育を提供する（ 1 次予防）等，
階層的なアプローチ方法について研究が進め
られてきている（Durlak,	1995）。

その理論的根拠のひとつとして国際的に注
目されているのが，リスク要因およびプロテク

ト要因に関する研究である。すなわち，どのよ
うな環境や個人的側面をもつ子ども達が不適
応となるリスクが高いのか，また逆にどのよう
な環境や個人的側面を持つことが，子ども達
にとって不適応となることを防ぎ，そして子ど
も達を守ることができるのかといった観点であ
る。

本研究では，（不）適応についての概念につ
いてまとめた後，子ども達の学校不適応に影
響を与えるリスク要因ついて国内外の研究に
ついて概観する。そのうえで，不適応リスクを
緩和するための視点について展望する。

適応（不適応）の概念
　適応については，多くの概念が提出されて
おり，統一した見解が得られていない現状

（Ladd,	1996）にある。そのなかで原田・竹本
（2009）は，適応の概念について環境と個人
といった観点より大きく 2 つに分けられると
指摘している。一つ目に，適応とは個人と環
境との関係を表す概念であり，両者が調和し
た「状態」である（内藤ら，1986；大久保，
2005）との捉え方である。二つ目に，適応と
は人がその内的欲求と環境との間により調和
的な関係を作り出そうとして，行動を変えて
いく連続的な「過程」である（北村，1965）
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との捉え方である。このように両者とも，適
応とは“個人”と“環境”との関係を表す概
念であるという点は一致していると考えられ，
逆に不適応とは環境と個人の内的欲求との
ギャップが生じている状態であると定義付け
られるのではないだろうか。そこで，本稿で
は学校不適応に関与すると考えられる環境要
因と個人内要因に着目し，とくに環境に関す
る不適応リスク要因と個人内における不適応
リスク要因について，以下にまとめることと
する。

学校不適応に関連するリスク要因
ここでの「リスク要因」という語は，不適

応への可能性を助長するあらゆる影響を意味
し，より深刻な不適応状態へと悪化させるこ
とや，不適応状態を持続させることに寄与す
る影響として用いる（Coie	et	al.， 1993）。そ
こで，まず環境要因については，家庭要因と
友人関係要因について取り上げ，その後に個
人内要因についてもまとめることにする。

①環境要因
家庭のリスク要因

家族との関係性について調査した研究で
は，子どもの不適応と夫婦関係の乏しさ

（Buehler	et	al.，	1997），子どもを含んだ家族同
士との関わりの希薄さ（Resnick	et	al.，1997）
が，学校場面における不適応にも関連してい
ることが示唆されている。また，親がうつ病
や統合失調症の疾患を有している場合，そう
でない親に比べて，子どもが学校で問題行動
を起こしており，子どもの精神疾患の出現率
も高いことが報告されている（Weintraub， 
1987）。すなわち，統合失調症の母親は，妄
想や幻覚，不条理な感情といった症状のため，
またうつ病の母親も抑うつ症状を起因とした
エネルギーや興味の減退により，子どもへの

応答性が乏しくなることが，子どもの問題行
動につながっているのではないかと推察され
ている（Goodman， 1987;	菅原， 1997）。とくに
抑うつ症状をもつ母親は，子どもの社会的引
きこもり，身体化症状，不安や抑うつ，及び
外在化問題（注意欠陥，多動，攻撃的行動，
非行）等との関連が報告されている（Lee	&	
Gotlib， 1989）。これらの母親の抑うつ症状と
問題行動を媒介するものとして，母親と子ど
もの温かい関係が関与していることが明らか
になっており，母親の抑うつにより，母子関
係の温かさが失われることで，子どもの問題
行動の頻度が高まることが示唆されている

（Harnish	et	al.， 1995）。しかしながら，菅原
（1997）も指摘している通り，たとえ母親が
うつ症状を有していても，母親以外の父親や
祖父母，教諭等複数の愛着対象がいることで，
その後の発達への影響は異なってくると考え
られる。具体的には，生徒が先生との関係を
良いものだと経験することで，ネガティブな
感情を保護してもらい，情緒的な問題に対処
する力を増やすことができるとの指摘もある

（Solomon	et	al.， 2000）。うつ病を持つ母親と
の関係を有する子どもに関しては，教諭やス
クールカウンセラーが関わりを増やすこと
で，生徒が悩み事などを話せる環境づくりを
していく必要がある。

一方家族からの子どもへの不適切な関わり
による暴力のサイクルに関連した研究もみら
れる。虐待を受けた子どもは，そうでない子
どもよりも，思春期行動上の問題を起こしや
すいことが広く指摘されている（Rutter	et	al.， 
1998	 ;	Widom，1999）。その背景としては，
虐待を受けた子どもは，虐待を受けなかった
子どもと比較すると，感情の統制，共感性の
表出，自分の興奮状態の見極め，社会的な情
報の解釈において深刻な問題を示しやすい

（Dodge	et	al.， 1990）。その結果，他者の行動
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の解釈や感情の抑制がうまくできず，暴力や
他者をいじめるなど攻撃的な行動に関するリ
スクが増加する（Dodge	et	al.， 1990）。

また，親子の愛着関係などの関係性といっ
た観点より学校不適応との関連について調査
した研究も見られる。親子間が相互に不信が
ある場合，学校生活においても不適応傾向が
高い点や（酒井ら，2002），幼少期の父母に
対する愛着と学校不適応についても関連があ
ることが示唆されている（五十嵐・萩原，
2004；Ainsworth	et	al.， 1978）。具体的には，
男子の場合は幼少期の親との不安定な関係
が，その後の児童期における攻撃性や引きこ
もりを予測している（Ainsworth	et	al.， 1978）。
一方，女子の場合は幼少期の母親への愛着が
不安定な場合や父母間の愛着にズレが生じて
いる場合に，	不登校傾向が高まることが指摘
されている（五十嵐・萩原	2004）。以上のよ
うに，学校不適応に関連する家庭要因として
は，家族および親子間の関係性の乏しさが，
子ども達の学校不適応感に影響を与えている
ことが示唆される。

さらに社会的スキルの欠けた家族関係で
は，子どもも社会的な手がかりを「読む」こ
とや，行動を適合させる方法が分からないた
めに，支えてくれる仲間もできず，孤立しや
す い こ と が 指 摘 さ れ て い る（Buhrmester， 
1990；Savin-Williams	&	Berndt， 1990）。このよ
うに家庭内での社会的スキル経験の乏しさか
ら，子ども達が社会的スキルを習得する機会
が不足することにつながり，結果的に友人関
係を築いていく際に負の影響を及ぼしている
可能性についても明らかになってきている。

友人集団のリスク要因
友人との良好な関係は，発達的な側面，健

康，そして学校適応において重要な役割を有
している（Asher	&	Rose， 1997）。我が国にお

いても，友人との良好な関係が，学校ぎらい
感情（古市，1991）や欠席願望（本間，2000）
を低減する結果が得られている。

それでは、青年期における良好な友人関係
とは，どのような友人関係を示すのであろう
か。従来，青年期は第二の分離個体化と呼ば
れ，親からの精神的自立に伴う孤独感をもち
やすくなるが，その際に友人との関係が重要
となることが指摘されていた（Blos， 1967）。
具体的には，友達と一緒に活動することで，
考えや意見を交換したいと願い（Youniss	&	
Smollar， 1985），親密で内面を開示するよう
な関係を求め，これが新たな自己概念を獲得
することにつながる点が指摘されていた（西
平，1973）。しかし，近年友人関係の表面化，
希薄化が指摘されている（上野ら，1994））。
具体的には，友人から低い評価を受けないよ
うに警戒し，互いに傷つけあわないために，
心理的距離の遠さを保った友人との関係性で
ある（大平，1995）。その一方で，電子メール
やインターネット等の手段を用いて，友人関
係を切らさないように努力する等，強い同調
性も有している（土井，2014）。石本ら（2009）
は，女子中高生を対象に調査した結果，心理
的距離が近く，同調性の低い友人関係をとる
者は，心理的適応，学校適応もともに良好で
あるのに対して，表面的な友人関係をとる者
は，心理的適応，学校適応ともに不適応的あ
ることを指摘している。すなわち，拒否され
ることの怖さから，友人と表面的に付き合う
が，そこでは十分な情緒的なサポートが得ら
れず，また現実の自分を直面し，受け止めて
くれる機能を逸することになる。とくに理想
的自己と現実的自己の差が多いほど，適応感
が低下する。また，適応を内的適応と外的適
応から捉えると，外的適応はできていても，
内的適応はできていない場合，不確かな自己
像をもつことになる。
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発達的側面より考えると，小学高学年より
情緒的なサポートを提供する相手が，主に保
護者から親しい友人へと変化していく時期で
ある（Selman	&	Schultz， 1990）。また，児童
期は，行動や能力など活動性を中心とした自
己把握であるが，青年期初期においては対人
関係など社会的側面による自己把握へと変化
していくと指摘されている（Damon	&	Hart， 
1982）。そのため，友人関係が損なわれてい
る場合，周りに受け入れられていない自分と
して自己を認識し，自尊感情が低下すること
が考えられる。実際に友人からの受容や好意
あるいは双方的な友人関係が，孤独感や抑う
つ，落ち込みを低め，自尊感情を高めること
が示唆されている（Parker	&	Asher， 1993	;	Vosk	
et	al.， 1982;	Wentzel	et	al.， 2004）。また友人から
のサポートの少なさ（Cauce	et	al.， 1996）や，
友人からの拒否（Schwartz	et	al.， 1998）が，
とくに青年期の生徒に影響を与えていること
が示されている。

そのなかでもとくに級友による過去のいじ
めは，現在の適応と関連しているなど，友達
から過去および現在に受けたいじめは適応と
負の関連が認められている（Smithymai	et	al.， 
2014）。三島（2008）は，親しい友人からの「い
じめ」を小学校高学年の頃に体験した生徒は，
そうでない生徒より，高校生になってからも
学校不適応感を強くもち，友人に対しても不
安・懸念が強いことを示唆している。

このように，いじめをうけた経験のある生
徒や，情緒的なサポートを友人から得られて
いない生徒は，不適応のリスクが高いことが
示唆されている。とくに支えてくれる友人を
もたない10代の青年には，友情を形成し維持
するための社会的スキル訓練が必要な青年も
いる（Savin-Williams	&	Berndt,1990）。以上よ
り，社会的スキルを向上させる機会を提供す
ることにより，良好な友人関係が促進され，

他者との連帯感を向上し，周りに受け入れて
いる自分を認識することで，結果的に適応感
を向上させることができると考えられる。

②個人内要因
まず，社会的コンピテンスが不足している

子ども達は，普通の子ども達と比較して，内
在化問題（抑うつなど）のリスクが高くなる
こと（Burt	et	al.， 2008）や，外在化問題（非
行など）のリスクが高くなること（Wang，
2009）が指摘されている。日本においても，
社会的スキルと適応との関連が指摘されてお
り，社会的スキルが発揮されないことが，学
校集団の中で承認されないことにつながり，
結果的に不適応につながる可能性について示
唆されている（粕谷・河村，2002）。
Trueman（1984）は，不登校生徒の特徴と

して，不安が強く，分離への大きな恐れを持っ
ていると述べている。また，不登校生徒は，
無気力傾向（本間，2000）であることや，神
経質（田山，2008）であることや，内向的（佐
藤，1968）である等の性格特徴が報告されて
きている。

一方，非行生徒の特徴としては，注意欠陥
性多動障害との関連が見られること（Offord	
et	al.， 1992），また両親が反社会的障害であっ
た場合や言語的な知能が平均以下であるとき
に不適応リスクが高まることが指摘されてい
る　（Lahey	et	al.， 1995）。

また，このような行動上の問題が生じてい
る生徒の背景には，うつが見られる可能性が
指摘されている（Puig-Antich， 1982）。とくに
女子においては，10歳時点での内在化問題

（身体的な問題や内気であること）は．13歳
までに外在化問題（反社会的な行動等）へ移
行することが示唆されている（Wångby	et	al.， 
1999）。また，これらのうつ症状は，物事を
知覚する認知の様式と相関があることが指摘
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されている（Seligman， 1975）。これらの認知
様式についての修正としては，認知行動療法
が有効であるとの報告もある（Beck， 1995）。
そのため，抑うつ症状が見られる生徒につい
ては，早期の段階で相談に乗るなどして，心
理的なサポート体制作りが求められている。

不適応リスクを緩和するために必要な視点
最後に，不適応リスク要因についてまとめ

た上で，不適応リスクを緩和し，子ども達が
適応的に学校生活を送るために必要な視点に
ついて展望を行う。

不適応リスク要因は，大きく分けて 2 つの
視点から捉えることができる。 1 つは，社会
的コンピテンスの不足といった側面であり，
もうひとつは家庭や友人関係の希薄さ，もし
くは不安定さに起因するものである。鈴木・
森田（2013）は，不適応に至るプロセスとし
ては，＜社会的コンピテンスの不足＞が＜被
受容感の乏しさ＞を媒介し，＜不適応徴候＞
に影響を与えるとの過程を明らかにしてい
る。すなわち，社会的コンピテンスが不足す
ることで，周りから受け入れてもらう機会が
減少し，その結果不適応の前段階である不適
応兆候がみられるというプロセスである。

そのため，今後社会的コンピテンスが不足
し，友人関係に不安を抱えている子どもを早
期に察知するアセスメント方法の確立が重要
となる。社会的コンピテンスが不足している
生徒のなかには，すでに友人関係でトラブル
となり，幾度となく教員が仲介する機会を持
つことができているケースもある。そのよう
なケースでは，社会的コンピテンスのなかで
も，アサーション（自己主張）スキルの不足
によるものなのか，問題解決能力の不足によ
るものなのか等，その背景や原因について詳
しくアセスメントする必要がある。その上で，
積み残している社会的スキルをひとつずつ丁

寧に教えていく必要がある。一方，自分を出
さず環境に合わせる等して外的適応はできて
いたとしても，自分の気持ちを伝えることが
できず内的適応に関しては十分満たされてい
ない子ども達もいる。そのような子ども達は，
周囲の大人が気づかないうちに不満を溜め込
み，自分らしさが分からなくなり，突然不登
校という形や自傷行為という形で顕在化する
場合もある。そのため，これらの過剰適応傾
向の子ども達の気持ちを察知できるアセスメ
ントツールの開発も今後重要となる。

一方，このようなリスクの高い子ども達に
は，どのような学級環境を提供することで，
リスクを緩和することができるのだろうか。
Baker	（1998）は，フレンドリーで支持的で
暴力がないと感じる学級環境が，学校満足感
と関連していることが示唆している。すなわ
ち，支持的な学級状況が，直接的に学校満足
感に影響を与えているとともに，ストレスや
心理学的な苦痛が低減されることで，間接的
にも学校満足感に良い影響を与えていること
を報告している。また，我が国において中学
生の欠席願望を抑制する要因について調査し
た研究では，「学校魅力」，「対友人適応」，「学
習理解」，「規範的価値」が欠席願望を抑制す
ることが明らかとなっている（本間，2000）。
このように，不適応リスクを緩和する学級環
境としては，学習についていけない子どもへ
の親身なサポート，また規範的価値について
伝えていくこと，友人関係を促進すること，
そして支持的な雰囲気を作っていくことが重
要であることが推察される。

最後に，リスクが高い子ども達には心理的
な支援やつながりを提供する大人が少なくと
も一人はいることが，様々なリスク状況にお
いて子どもをプロテクト（保護）する要因と
なることが一貫して確認されている（Fraser， 
2004）。具体的には，家族や教師等の大人か
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らの支持的なサポートが，適応を促進する重
要 な 要 素 で あ る こ と が 指 摘 さ れ て い る

（Smokowski	et	al.， 1999）。とくにリスクを持
つ子どもにおいては，思いやりのある大人と
良好な関係を築くことで，それらの大人をモ
デルとして問題解決スキル等の社会的スキル
についても学ぶ機会となる（Masten	et	al.， 
1990）。また，大人との良好な信頼関係を通
して社会的スキルを学ぶことは，最終的に子
どもの自尊感情を向上させ，環境上のスト
レッサ―から防御する源となる（Masten， 
1994）。以上のように，社会的コンピテンス
が不足し，友人関係に不安を抱えている子ど
も達には，教員やスクールカウンセラーによ
る温かい関わりが彼らの精神的支えになる。
そしてこの温かい関わりを通して，子ども達
は人との関わり方を学んでいき，他者との信
頼関係を築いていくことにつながり，最終的
には自分を受け入れてくれる存在がいること
で自尊感情が向上する機会となる。このよう
な子どもと大人との信頼関係を構築するプロ
セスこそが，子ども達の学校適応を支えてい
く大きな礎になると考えられる。

〈付記〉本研究は日本学術振興会科学研究費
（若手研究（B）	課題番号26780404）の研究助
成を受けて行われたものです。
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